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一般的なコンクリートブロック

この簡易診断は補強コンクリートブロック造の塀を想定しています。建築基準法において、「補強コン

クリートブロック造」の塀は建築基準法施行令第62条の8に規定されています。コンクリートブロック

で造られていても内部が鉄筋で補強されていない「組積造（そせきぞう）」の塀、又は、内部の鉄筋及

び基礎の状況が法適合していない場合、あるいは、経年劣化により耐力が低下している場合もあるた

め、正確な調査をする際は必ず建築士等の専門家に依頼してください。

補強コンクリートブロック塀の簡易診断票

低い方の地面から塀の上

端までの高さが2.2メー

トル以下である。

塀内部の鉄筋の状況と基礎の状況は確認できませんが、

それ以外は現在の建築基準法に適合しています。

現在の建築基

準法に適合し

ていない可能

性がありま

す。

専門家への相

談をお勧めし

ます。

控え壁の長さが塀の高さの1/5以上あり、

控え壁の間隔が3.4メートル以下ごとにある。

低い方の地面から塀の上

端までの高さが1.2メー

トル以下である。

低い方の地面から塀の上

端までの高さが2.0メー

トル以下である。

④（塀1.2メートル以下）塀の厚さが10センチメートル以上ある。有①、無④

（塀2.0メートル以下）塀の厚さが10センチメートル以上ある。有②、無④

（塀2.2メートル以下）塀の厚さが15センチメートル以上ある。有③、無④

控
え
壁

高
さ

厚
さ
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